
①
二
〇
一
二
年
度
新
賃
金

『
定
期
昇
給
は
昇
給
係
数
４
実
施
、

ベ
ア
ゼ
ロ
』

②
二
〇
一
二
年
度
夏
季
手
当

基
準
内
賃
金
×
二
．
五
五
箇
月

６
月
28
日
以
降
準
備
で
き
次
第

●
支
払
い
基
準
額

基
準
内
賃
金
×
二
．
五
五
箇
月

（
昨
年
比
▲
〇
．
〇
五
箇
月
）

●
支

給

日

６
月
28
日
（
木
）
以
降
準
備

で
き
次
第
支
払

●
平
均
支
給
額

八
七
六
，
〇
〇
〇
円

③
旅
行
券
の
配
付

●
配
付
基
準

平
成
24
年
６
月
１
日
現
在
在
籍
社
員

エ
ル
ダ
ー
社
員
及
び
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ

フ
（
以
下
、
「
社
員
等
」
と
い
う
）

●
配
付
内
容

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
旅
行
券
（
社
員
用
）
」

１
人
五
五
，
〇
〇
〇
円
相
当

●
配
付
時
期

平
成
24
年
６
月
以
降
、
準
備
で
き
次
第

●
利
用
資
格

社
員
等
及
び
社
員
等
の
家
族

●
有
効
期
間

有
効
期
間
の
定
め
は
な
い
。

④
そ
の
他
（
口
頭
回
答
）

・
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
精
勤
手
当
に
つ

い
て
、
24
年
度
中
に
雇
用
期
間
満
了
を

迎
え
る
社
員
に
一
五
，
〇
〇
〇
円
を
加

算
す
る

国労仙台総合車両所支部機関紙
発行責任 庄司 修
編集責任 山口 智

二
〇
一
二
年
度
新
賃
金
交
渉
に

つ
い
て
は
、
３
月
６
日
、
14
日
の

２
回
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

３
月
19
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社

に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年
度
新
賃

金
と
夏
季
手
当
に
つ
い
て
の
第
３

回
交
渉
を
開
催
し
、
会
社
側
か
ら

回
答
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
交
渉
に

お
い
て
組
合
側
が
主
張
し
た
点
が

反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
今
後

の
収
入
動
向
か
ら
み
て
夏
季
手
当

の
昨
年
度
比
〇
．
〇
五
カ
月
分
減

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
等
を

主
張
し
、
遺
憾
を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
労
東
日
本
本
部
だ
け

が
申
し
入
れ
て
い
た
五
〇
，
〇
〇

〇
万
円
分
の
旅
行
券
の
配
付
を
求

め
た
申
し
入
れ
に
つ
い
て
は
、

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地

域
を
旅
行
等
を
通
じ
て
応
援
す
る
」

と
の
目
的
か
ら
、
社
員
一
人
五
五
，

〇
〇
〇
円
相
当
の
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本

旅
行
券
（
社
員
用
）
」
の
配
付
を

回
答
し
ま
し
た
。

旅
行
券
の
配
付
に
つ
い
て
は
、

国
労
要
求
に
沿
っ
た
回
答
で
あ
り
、

一
定
の
評
価
は
で
き
る
が
、
賃
金
・

夏
季
手
当
回
答
に
つ
い
て
は
要
求

と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
持
ち
帰
り
検
討
す
る
」
と
し
、

団
体
交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

回
答
並
び
に
諸
元
等
は
、
次
の
通

り
で
す
。

ＪＲ各社春闘回答状況

ＪＲ貨物会社（3/16） ・ベアゼロ（１３年連続）
※ 国労は持ち帰り検討

貨物会社2012年度新賃金ベアゼロ回答に抗議する緊急集会

1. 日時 2012年3月21日（水）18：30～

2. 場所 宮城野貨物駅門前（社会保険事務所となり）


